
次報告で、受講生の取り組みを評価して
います。講義中には、Zoom のチャット
機能を用い、講義に関する質問に答えさ
せるようにしています。これらの変更に
より、学生が積極的に授業に参加し、現
在のオンライン学習環境で利用可能な機
能を最大限活用できるようになりました。

Q: 先生は授業内容を改善する際、ど
のような工夫をなさっていますか？

A:  私は毎週、学生に講義の感想や質問を
書くようにお願いしています manaba の
アンケートセクションにアクセスするこ
とで、このフィードバックを行うことが
できます。こちらには講義中に聞き逃し
たことや、授業後に伝えたいことを自由
に書き込むこともできます。

また、講義資料に関する質問や疑問点な
ども記入してもらい、私や TA ができる
限り回答するように心がけています。こ
のアンケートでは、理論や講義での理解
しにくい部分についてのコメントや質問
を、今後の講義内容やスライドの変更に
役立てています。

Q: 先生が学生に期待することは何か
ありますか？

A: : 私の授業ではケーススタディを扱う
ことが多いため、論理的に考えて問題を
解決することを学生に期待しています。
例えば、2011 年以降、海外からのイン
バウンド観光客が急に増えた理由を探る
ケース課題を与えました。学生は資料を
集め、クラスメートと議論し、解答を探

Q： 先生はオンライン授業に移行して
から、オンライン授業のためにどのよ
うな工夫をなさいましたか？

A: オンライン授業に移行してからは、
100 分を超えるオンライン授業では学生
が集中しにくいため、より魅力的な講義
になるように工夫しています。他の学生
と交流したり、自分の意見を述べたりで
きる工夫を設けて授業を行っています。
そのために、成績評価方法を一部変更し
ました。例えば、ある授業では、成績評
価を次のようになっております。

1. 講義への取り組み度合い 40%
2. グループ課題と相互評価 30%
3. 期末個人レポート 30%

講義取り組みのポイントとしては、レス
ポンアプリケーションを使った授業中の
小テスト、授業中のディスカッション、
課題などや、コメントや次回の講義への
リクエスト、質問などといった manaba
を通じたフィードバックがあります。通
常、各講義では 2 ～ 3 回の respon クイ
ズが行われます。1 回目は講義冒頭で行
われる「受講登録」であり、2 回目は講
義のトピックに関連したクイズ問題が出
題され、3 回目は受講生からのフィード
バックを受けて授業を終了します。

また、manaba を使用し、他の受講生の投
稿にコメントする頻度や、授業で使う教
材をダウンロードしているかどうかなど
をチェックして、評価しています。さら
には、講義の復習を書いてもらう短い週

Q: 先生はどのように授業の準備をさ
れていますか？また、どの科目の準備
に時間をかけますか？

A: 1 つのクラスのためだけではなく、セ
メスターに担当するすべてのクラスに均
等に労力をかけて計画を立てるように心
がけています。私の授業計画は、3 段階
に構成することが多いです。一つ例を挙
げると、私が今セメスター担当している

「特殊講義（観光学）」の講義では、大分
銀行の協賛を得ています。この資金提供
のおかげで、バスを借りて学生が大分の
遺産を巡ったり、現地で調査をしたりす
ることができます。この授業では、地元
の学者や専門家によるゲスト講義も行わ
れています。例えば、国東市をテーマに
した授業であれば、次の週にバスで国東

市に行き、学生が調査をしてその成果を
最終授業で発表しました。耶馬溪をテー
マとした授業の翌週には渓石園などを訪
問し、地域観光を発展させるための提案
をしました。このように、この授業では、
まずテーマを知り、それを実際に学び、
最後に成果を発表するという 3 段階で学
習を進めています。

Q: 先生の授業では、学生の学びの質
を高めるためにどのようなことをなさ
れていますか？

A:  先ほど述べたように、3 段階の学習プ
ロセスは、学生の学習の質を高める非常
に有効で魅力的な方法だと考えておりま
す。私が担当している 300 番台の講義で
は、学生に特定のトピックに関するデー

タ分析を指導しています。学びの段階で
は、学生は特定のトピックに関する未加
工情報の調査、分析・研究のためにデー
タを分けて整理します。それから、学習
内容の応用のために、そのテーマに関す
る問題や課題を探すようにしてもらって
います。例えば、観光に関する自分の経
験を書き、その経験を親世代と比較しな
がら、その違いを観察し、指摘するよう
に指示することもあります。そして最終
段階で、調査結果とその解決策を発表し
てもらいます。生のデータを探して分析
する課題を通じて、理論的に考え、学ん
だことを実生活に応用することを勧めて
います。

Q: 先生は学生の学習意欲向上のため
に、授業で何か工夫されていることは

ありますか？

A: 私は、学習意欲は最初の授業から高め
るべきだと考えているので、初回の講義
は特に大事だと考えています。講義の概
要を詳しく説明し、講義で要求される事
項を説明します。
もう一つ、私が厳守しているのは「アク
テ ィ ブ・ラ ー ニ ン グ・ク レ ド」（Mel 
Silberman, 1996）という信条です。これ
を実践することで、学生は自発的に行動
し、学んだことを議論したり、教えたり
する方法を身につけ、授業の個人目標を
達成することができるのです。アクティ
ブ・ラーニング・クレド」（画像参照）は、
アクティブに学ぶための地図のようなも
のです。

るためにリサーチを行い、その考えをク
ラスで共有したりしました。

Q: 先生が教育の過程で大切なことは
何だと思いますか？

A: 成績や単位を取るために、簡単そうな
授業を受けるのが学生にとって普通のこ
とだと思いますが、私はそのような考え
方を改め、学生には異なる目標を持って
もらいたいと思います。学生にとっては、
簡単に良い成績や単位を取ることではな
く、ある分野の知識やスキルを身につけ
ることが第一であり、それは個人の成長
にとって重要なことでもあります。授業
に出席することで成績以上のものを得る
ことができるように、私の講義に出席す
ることを条件としながらも、グループプ

ロジェクトを実施し、厳密に評価するこ
とで、総合的理解をより重視しています。
また、教室で学ぶだけでは十分ではあり
ません。それだけでなく、さらにもっと
知りたい、実践したいという好奇心が必
要です。例えば、先に紹介した耶馬溪の
渓谷園で観光活性化のための提案書を作
成した事例では、学生たちは、地域の人々
から直接話を聞くことによって、学んだ
理論を実践するだけでなく、就職や大学
院進学に必要な適切なリサーチの方法を
発見することができるのです。
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バウンド観光客が急に増えた理由を探る
ケース課題を与えました。学生は資料を
集め、クラスメートと議論し、解答を探

Q： 先生はオンライン授業に移行して
から、オンライン授業のためにどのよ
うな工夫をなさいましたか？

A: オンライン授業に移行してからは、
100 分を超えるオンライン授業では学生
が集中しにくいため、より魅力的な講義
になるように工夫しています。他の学生
と交流したり、自分の意見を述べたりで
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まずテーマを知り、それを実際に学び、
最後に成果を発表するという 3 段階で学
習を進めています。

Q: 先生の授業では、学生の学びの質
を高めるためにどのようなことをなさ
れていますか？

A:  先ほど述べたように、3 段階の学習プ
ロセスは、学生の学習の質を高める非常
に有効で魅力的な方法だと考えておりま
す。私が担当している 300 番台の講義で
は、学生に特定のトピックに関するデー

タ分析を指導しています。学びの段階で
は、学生は特定のトピックに関する未加
工情報の調査、分析・研究のためにデー
タを分けて整理します。それから、学習
内容の応用のために、そのテーマに関す
る問題や課題を探すようにしてもらって
います。例えば、観光に関する自分の経
験を書き、その経験を親世代と比較しな
がら、その違いを観察し、指摘するよう
に指示することもあります。そして最終
段階で、調査結果とその解決策を発表し
てもらいます。生のデータを探して分析
する課題を通じて、理論的に考え、学ん
だことを実生活に応用することを勧めて
います。

Q: 先生は学生の学習意欲向上のため
に、授業で何か工夫されていることは

ありますか？

A: 私は、学習意欲は最初の授業から高め
るべきだと考えているので、初回の講義
は特に大事だと考えています。講義の概
要を詳しく説明し、講義で要求される事
項を説明します。
もう一つ、私が厳守しているのは「アク
テ ィ ブ・ラ ー ニ ン グ・ク レ ド」（Mel 
Silberman, 1996）という信条です。これ
を実践することで、学生は自発的に行動
し、学んだことを議論したり、教えたり
する方法を身につけ、授業の個人目標を
達成することができるのです。アクティ
ブ・ラーニング・クレド」（画像参照）は、
アクティブに学ぶための地図のようなも
のです。

るためにリサーチを行い、その考えをク
ラスで共有したりしました。

Q: 先生が教育の過程で大切なことは
何だと思いますか？

A: 成績や単位を取るために、簡単そうな
授業を受けるのが学生にとって普通のこ
とだと思いますが、私はそのような考え
方を改め、学生には異なる目標を持って
もらいたいと思います。学生にとっては、
簡単に良い成績や単位を取ることではな
く、ある分野の知識やスキルを身につけ
ることが第一であり、それは個人の成長
にとって重要なことでもあります。授業
に出席することで成績以上のものを得る
ことができるように、私の講義に出席す
ることを条件としながらも、グループプ

ロジェクトを実施し、厳密に評価するこ
とで、総合的理解をより重視しています。
また、教室で学ぶだけでは十分ではあり
ません。それだけでなく、さらにもっと
知りたい、実践したいという好奇心が必
要です。例えば、先に紹介した耶馬溪の
渓谷園で観光活性化のための提案書を作
成した事例では、学生たちは、地域の人々
から直接話を聞くことによって、学んだ
理論を実践するだけでなく、就職や大学
院進学に必要な適切なリサーチの方法を
発見することができるのです。



今回、初めて久保先生とお会いしてお話を伺ったのですが、先生は
豊富な知識をお持ちで、それを学生に伝える術をお持ちだというこ
とがよくわかりました。個人的には、授業中や授業外で学生がオン
ラインで質問に答えるという久保先生のアクティブラーニングの手
法が気に入っております。恥ずかしがり屋の学生や、授業中に答え
るのが苦手な学生にも、この方法ならば回答する機会が十分に与え
られ、結果的に皆が授業に積極的に参加し、モチベーションが高ま
るのではないでしょうか。久保先生の講義を受講する学生は、教室
の中やノートパソコンの画面の中だけで学ぶのではなく、実際に体
験しながら学ぶことができます。

「Q」とは
APU で素晴らしい授業を行っている先生方はたくさんいらっしゃい
ますが、先生方が授業中にどのような工夫をしているのか知ること
が出来れば、他の先生の授業改善にも役立つ。そのために、インタ
ビューをして授業の工夫を教えてもらいたい、ということで始めた取
り組みです。この記事は、授業の「Quality＝質」を高める、質を高め
るための「Question＝問」に答える、授業改善の「Queue＝列」を
なす、など、色々な意味を込めて「Q」と名付けました。先生方の授業
の質向上の「Quest」に役立てられると幸いです。

インタビューの感想 インタビュアー
名前：バネルジースラグナ  
学部：APS (CSM) 
出身 : 日本、インド 
メッセージ : こんにちは。私は 2022 年度
秋のSulagna クラスで、文化・メディア・
社会を専攻しています。趣味は、アニメを
見たり漫画を読んだりすることです。私は
2019 年度秋から ALRCS と ProjectQ
に参加しています。ProjectQ に参加した
ことで、APU の先生方に対する理解が深
まり、新たな感謝の気持ちが生まれました。
先生方は学生のために多くの努力を費やし
教材を作ってくださっているので、学生と
先生方のために、私たちの記事が APU に
おける学びの質の向上に少しでも役立つこ
とを願っています。 

記事翻訳：桑野　稔之


